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 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 

 健康診断は、児童生徒の教育を円滑に行なうための保健管

理の中核として実施するとともに、児童生徒の生涯の保持増

進のために、必要な実践力を育成するための教育活動として

実施します。 

  

○ 事業内容 

１ 対  象：県立学校の児童生徒 

２ 事業期間：４月から６月まで 

３ 事業内容：心電図検査、結核検診、尿検査、 

寄生虫検査、血液検査（盲学校生徒） 

４ 報 告 書：健康診断終了後に提出 
 

 

○ 参 考（２０歳以上の山梨県民の健康の様子） 
 

 

    

 

⑫⑫⑫⑫    県立学校児童生徒の健康診断の実施 

推進事業の概要４－⑫ 

 健やかな体の育成
健康・安全教育の推進

４  望まし い生活習慣の確立 
５  安全教育の推進 

 

 

 

 H20 県民のスポーツに関する意識活動調査 
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H20 県民のスポーツに関する意識活動調査 
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県民が健康・体力の保持増進で心がけていること 

県民が健康・体力の保持増進で心がけていることでは、

睡眠や休養、体を動かすことが前回調査より大幅に減少し

ました。 
 

あまり健康ではないと考える２０歳以上の県民

が 18.4%となり、前回調査や全国調査を上まわり、

増えてきました。 
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 ○○○○    数値目標数値目標数値目標数値目標    「「「「学校保健委員会設置状況学校保健委員会設置状況学校保健委員会設置状況学校保健委員会設置状況」」」」がががが、、、、毎年向上毎年向上毎年向上毎年向上するこするこするこするこ

とをとをとをとを目標目標目標目標とするとするとするとする 

    
   期  間：平成２１年度～平成２５年度 

   対  象：公立小・中・高等学校及び特別支援学校 

   目標数値：Ｈ１７年度とＨ１８年度の前年度比の平均から算出 

        Ｈ２５年度目標値：７０．０％ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 

 全県下の公立学校の学校保健委員会設置状況を把握し、啓発と推進を図ります。 
 

○ 概 要 

 年度末に公立の小・中・高等学校及び特別支援学校を対象に設置状況を調査しま

す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

⑬⑬⑬⑬    学校学校学校学校保健委員会設置状況調査の実施 

推進事業の概要４－⑬ 

 健やかな体の育成
健康・安全教育の推進

４  望まし い生活習慣の確立 
５  安全教育の推進 

校種別　学校保健委員会　設置率の推移

63.652.952.565.2 54.550.055.265.7 54.543.852.166.0 54.559.452.666.2 69.6 58.6 63.6 66.7
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 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 

 小、中、高等学校において薬物乱用防止教室の実施状

況を把握し、啓発と推進を図ります。 

 

○ 概 要 

 年 度 末 に 公 立 の 小 ・ 

中・高等学校対象に開催状

況を調査します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

 

⑭⑭⑭⑭    薬物乱用防止教室実施状況調査の実施 

推進事業の概要４－⑭ 

 健やかな体の育成
健康・安全教育の推進

４  望まし い生活習慣の確立 
５  安全教育の推進 

 ○○○○    数値目標数値目標数値目標数値目標    「「「「薬物乱用防止教室実施状況薬物乱用防止教室実施状況薬物乱用防止教室実施状況薬物乱用防止教室実施状況」」」」がががが、、、、毎年向上毎年向上毎年向上毎年向上することすることすることすること

をををを目標目標目標目標とするとするとするとする 

    
   期  間：平成２１年度～平成２５年度 

   対  象：公立小・中・高等学校及び特別支援学校 

   目標数値：Ｈ１７年度とＨ１８年度の前年度比の平均から算出 

        中 学 校 Ｈ２５年度目標値： ６０．０％ 

        高 等 学 校 Ｈ２５年度目標値：１００．０％ 
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- 12 - 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 

 肥満、生活習慣病、アレルギー疾患、薬物乱用、いじめ、不登校など児童生徒の

多様化する心身の健康課題に対応するため、研修会等を通じて養護教諭等学校保健

関係者の資質の向上を図ります。 

 

○ 概 要                     

 文部科学省や全国の各研究大会からの伝達講習、専門職としての研修などを開催

します。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

 

⑮⑮⑮⑮    保健関連各種研修会の開催 

推進事業の概要４－⑮ 

 健やかな体の育成
健康・安全教育の推進

４  望まし い生活習慣の確立 
５  安全教育の推進 

下記の研修会があります。 

  

  ① 保健主事研修会 

    ② 養護教諭研修会 

  ③ 性に関する指導・薬物乱用防止教育研修会 

    ④ 初任者養護教諭研修 

    ⑤ 養護教諭経験者研修 

  ⑥ アレルギー疾患対応研修会 

  ⑦ 学校保健大会 
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 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 

 小、中、高等学校及び特別支援学校の養護教諭を全国・関東地区の学校保健に関 

する研究協議会に派遣し、保健教育の充実・資質の向上を図ります。 
 

○ 概 要 

事業内容 

養護教諭を全国・関東地区の学校保健に関する研究協議会に派遣します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

 

⑯⑯⑯⑯    保健関連全国・関東研究協議会等への養護教諭派遣 

推進事業の概要４－⑯ 

 健やかな体の育成
健康・安全教育の推進

４  望まし い生活習慣の確立 
５  安全教育の推進 

 

以下の研修会に、養護教諭を派遣しています。 

（H２４年度） 

 ①全国養護教諭研究大会 

 ②学校環境衛生・薬事衛生研究協議会 

  ③全国学校歯科保健研究大会 

  ④健康教育指導者養成研修 

  ⑤全国学校保健研究大会 

  ⑥関東甲信越静学校保健大会 

  ⑦学校におけるアレルギー疾患に 

対する普及啓発講習会 

  ⑧子どもの心のケアシンポジウム 

 ⑨性に関する協議会 
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 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 

 校内研究などにおいて、歯・口の健康つくりについて専門的な

立場で指導し、生活習慣の確立を図ります。 
 

○ 概 要 

 平成１８年度までは、文

部科学省が社団法人日本

学校歯科医会に委託をし

て実施していましたが、平

成１９年度から、社団法人

日本学校歯科医会の研究

事業となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑰⑰⑰⑰    歯・口の健康つく り 研究実践校の指定 

推進事業の概要４－⑰ 

 健やかな体の育成
健康・安全教育の推進

４  望まし い生活習慣の確立 
５  安全教育の推進 

本県では昭和５３年から２～３年指定で行って

います。 

平成２５、２６年度の指定校はありません。 

平成２７年度の指定に向け取り組みを進めてい

ます。 

〔過去の研究実践校〕 

 甲 府 東 小学校  勝  沼  小学校 

 中 道 北  小学校  山 中 東  小学校 

 増   穂 小学校   市 川 南  小学校 

 明   野 小学校   一 宮 北  小学校 

 強   瀬  小学校   白根百田  小学校 

 伊   勢  小学校   増 穂 南  小学校 

  日    川  小学校  小  立 小学校 

豊    小学校  北  新 小学校 

う歯（むし歯）の割合は、どの校種においても低下傾向が続いています。 
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 事業主体 スポーツ健康課 

 

○ 趣 旨 

 現在、児童生徒の抱える健康問題は多岐にわたっており、これらの課題解決を図

るためには、学校や家庭、地域社会が連携し取り組むことが必要です。 

山梨県の子どもの健康実態より、肥満傾向の子どもの増加、アレルギー疾患を持

つ子どもの増加が見られます。そこで、県は医療機関や専門家と連携し、その解決

に向けた取組を行います。また、子どもの心の健康づくりを地域との連携の中で進

めていきます。 

さらに、それらの取組の様子や、成果等を学校の養護教諭や地域の学校保健担当

者等に発信し、健康課題への取組のさらなる活性化を目指します。 

 

○ 概 要 

 

事業内容 

（１） 山梨県学校保健課題解決支援事業山梨県学校保健課題解決支援事業山梨県学校保健課題解決支援事業山梨県学校保健課題解決支援事業    協議会協議会協議会協議会のののの開催開催開催開催        

    医師、歯科医師、薬剤師、学校関係者等、各分野の代表者による協議会の開催

第 1 回協議会（５月） 健康課題解決に向けた計画の検討 

第２回協議会（２月） 健康課題解決支援事業の評価 

 

（２）「「「「学校保健支援学校保健支援学校保健支援学校保健支援チームチームチームチーム」」」」設置設置設置設置とととと専門専門専門専門スタッフのスタッフのスタッフのスタッフの派遣派遣派遣派遣        

   ①支援チーム（大学関係者、医師、養護教諭、栄養教諭、保護者代表等）を設置

し、課題解決に向けた話し合いの開催  

    ・子どもの生活習慣改善支援チーム  

 生活習慣に関する実態調査の実施と課題解決に向けた具体的な取組につ 

いての話し合い、研修会開催の支援 等 

・アレルギー疾患対応支援チーム 

  アレルギーに関する実態調査の実施と具体的な取組や連携体制について 

 の話し合い、研修会開催の支援 等 

 ・子どもの心の健康づくり支援チーム 

   子どもの発達段階に合わせた心の育成を支援するための研修会、事例検 

  討会の開催 

 

 （３） 学校保健課題解決学校保健課題解決学校保健課題解決学校保健課題解決シンポジウムのシンポジウムのシンポジウムのシンポジウムの開催開催開催開催     

     平成２５年度の取組結果と成果の報告会の開催 

（1 月中旬 山梨県総合教育センターにて開催予定） 

  

⑱ 学校保健課題解決支援事業 

推進事業の概要４－⑱ 

 健やかな体の育成 健康・安全教育の推進

４  望まし い生活習慣の確立 
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 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 

 児童生徒の生涯にわたる明るく健康な生活を目指し、その基本的要素であるたく

ましい体と豊かな心を持ち、自ら考え自ら行動して自らの健康を創り出す児童生徒

の育成を図るとともに、学校保健の充実と発展に役立てます。 

 

○ 概 要 

１ 主催  山梨県教育委員会 山梨県学校保健会 

２ 後援  社 団 法 人 山 梨 県 医 師 会 

       社団法人山梨県歯科医師会 

一般社団法人山梨県薬剤師会 

３ 内容  ○開会式及び表彰式 

        ［県教育委員会教育長表彰］・健康推進優良学校 
                     ・口腔衛生推進優良学校 
        ［県学校保健会長表彰］  ・学校保健功労者 
                     ・保健優良生徒 
                                         ・手塚賞 

・小野賞 
        ［県歯科医師会長表彰］  ・口腔衛生優良学校 
         ［県養護教員研究会長表彰］・羽田賞 

○文部科学大臣表彰等披露 

       ○記念講演 

                     
             

 

推進事業の概要４－⑲ 

 健やかな体の育成
健康・安全教育の推進

４  望まし い生活習慣の確立 
５  安全教育の推進 

⑲⑲⑲⑲    学校保健大会の開催 
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 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 

 児童生徒の健康保持増進を図るとともに学校保健思想を普及啓発するため、県内

学校保健関係団体を統括する山梨県学校保健会が実施する事業に対し、県が補助し

ます。 

○ 概 要 

１ 補助対象事業内容 

① 保健会運営事業 

② 学校保健に関する調査研究事業 

 （公立小・中学校児童生徒心臓病判定事業） 

③ 学校保健思想の普及啓発事業 

 （学校保健大会の開催） 

④ 学校保健関係者の指導および研修事業 

 （各種大会・研修会への参加） 

⑤ 学校保健施策への協力事業      等 

 

 ２ 補助率 

   市町村等法令外負担金合計額の１／２以内 

  

 
学 校 保 健 大 会 

     

  

推進事業の概要４－⑳ 

 健やかな体の育成
健康・安全教育の推進

４  望まし い生活習慣の確立 
５  安全教育の推進 

⑳⑳⑳⑳    学校保健会への補助 
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 事業主体 国・スポーツ健康課・市町村 

○ 主 旨 

 義務教育諸学校において、健康診断や健康相談が実施され、児童生徒に対象とな

る疾病が見つかり、当該児童生徒の保護者が要保護及び準要保護として認定されて

いる場合は、医療費を補助し、疾病を治癒して学習能力の向上を図ります。 

 

※ 公立小・中学校は各市町村教育委員会が実施します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進事業の概要４－○21  
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１　対象となる疾病（学校保健安全法施行令第８条に定める疾病）

　①　トラコーマ及び結膜炎

　②　白癬、疥癬及び膿痂疹

　③　中耳炎

　④　慢性副鼻腔炎及びアデノイド

　⑤　う歯

　⑥　寄生虫病（虫卵保有を含む。）

２　対象者
　（児童生徒の保護者で学校保健安全法第２４条各号に該当する者）

　①　生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）第６条第２項に
　　規定する要保護者

　②　生活保護法第６条第２項に規定する要保護者に準ずる程度
　　に困窮していると認める者

３　補助者

　①　要 保 護　  国(１／２)　　設置者：市町村又は県(１／２)

　②　準要保護　  設置者

 

○21     要保護及び準要保護児童生徒に対する医療費の助成 
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 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 

 学校管理下において、発生した児童生徒の災害（負傷・疾病・障害又は死亡）を 

補償し、円滑な学校教育の実施を目的とします。 

 独立行政法人日本スポーツ振興センターと学校設置者との契約により、学校の管 

理下における児童生徒の災害に対して災害共済給付を行い、掛金は国、学校設置 

者及び保護者の三者で負担します。 

 

 ※ 学校設置者が市町村の場合は、各市町村教育委員会が実施します。 

 

○ 概 要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○22     日本スポーツ振興センターの災害給付 
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災害の種類 給付金額

負傷・疾病
　学校管理下の事由によ
るもの。給食等による中
毒、ガス等による中毒、
溺水、熱中症など

　医療保険並の診療に要する費用額の4/10（そのうち1/10の分は、
療養に伴って要する費用として加算される分）
　ただし、高額療養費の対象となる場合は、自己負担額に「療養に
要する費用月額」の1/10を加算した額。
※　療養に要する費用の額は、初診から治癒までの総額(医療保険
　　でいう10割)で、5,000円以上が対象となります。

障害
　学校管理下での負傷・
疾病が治った後に残った
障害

障害見舞金（3,770万円～41万円）
　第１級～第１４級に区分される。

死亡
　学校管理下の事由によ
る死亡及び上欄の疾病に
直接起因する死亡

死亡見舞金（2,800万円）　通学（園）中の場合（1,400万円）

給付の対象となる災害の種類と給付金額

 

 

年　 　　度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

給 付 件 数 2,943件 3,309件 3,192件

医  療  費 38,171,753円 43,546,643円 42,177,479円

障害見舞金 4,000,000円 3,720,000円 37,700,000円

死亡見舞金 14,000,000円 0円 56,000,000円

 



- 20 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業主体 スポーツ健康課 

○ 主 旨 
学校の管理下における事故・事件が大きな問題となっている近年の状況を踏まえ、子どもたち

が安心して教育を受けられるよう、家庭や地域の関係機関・団体と連携しながら、学校の安全管理

に関する取組を一層充実する必要があります。 
このため、各市町村において、地域との連携を重視し、地域ボランティアを活用するなど地域

社会全体で取り組む体制を整備し、安全で安心できる学校が確立できるよう各種取組を行います。 

○ 概 要 
  (1)  スクールガード・リーダーの配置による学校の巡回指導と評価等の実施 
      （スクールガード・リーダー育成講習会も実施） 
    (2) 学校ボランティア（スクールガード）の養成・研修 
     ・ スクールガード養成講習会の開催 
    (3) 子どもの見守り活動の実施 
       ・ 学校安全のために各地域において実施されている子どもの見守り活動に対する支援 

○ 概 略 図 
 

・・・・通学路通学路通学路通学路でででで子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが巻巻巻巻くくくく込込込込まれるまれるまれるまれる事件事件事件事件・・・・事故事故事故事故
・・・・学校学校学校学校へのへのへのへの不審者不審者不審者不審者へのへのへのへの侵入侵入侵入侵入

子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが安心安心安心安心してしてしてして教育教育教育教育をををを受受受受
けられるけられるけられるけられる環境環境環境環境のののの整備整備整備整備がががが必要必要必要必要

スクールガード・リーダーのスクールガード・リーダーのスクールガード・リーダーのスクールガード・リーダーの配置配置配置配置
（（（（学校学校学校学校のののの巡回指導巡回指導巡回指導巡回指導とととと評価評価評価評価））））

スクールガードスクールガードスクールガードスクールガード
養成講習会養成講習会養成講習会養成講習会のののの開催開催開催開催

学校安全学校安全学校安全学校安全のためにのためにのためにのために各地域各地域各地域各地域においてにおいてにおいてにおいて実実実実
施施施施されているされているされているされている子子子子どものどものどものどもの見守見守見守見守りりりり活動活動活動活動にににに
対対対対するするするする支援支援支援支援

防犯の専門家や警察ＯＢ等をスクー

ルガード・リーダーとして委嘱し、各
学校やｽｸｰﾙｶﾞ ﾄーﾞに対する警備の

ﾎﾟｲﾝﾄ等の指導と評価等を行う。

スクールガード・リーダースクールガード・リーダースクールガード・リーダースクールガード・リーダー育成育成育成育成
講習会講習会講習会講習会のののの開催開催開催開催

スクールガード・リーダーとしての資質を備えた
人材継続的に確保するために、学校安全に取
り組んでいた教職員ＯＢ等を対象に育成講習
会を開催。

通学路で子どもたちを

見守るスクールガード
（学校安全ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）

を養成するために、最
新の情報などを学ぶこ

とができる養成講習会
を開催。

子子子子どものどものどものどもの見守見守見守見守りりりり活動活動活動活動のののの実施実施実施実施
学校安全ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等を活用しつつ、学校・

家庭・地域が一体となり、子どもたちを見
守る取組を実施。

学校安全学校安全学校安全学校安全ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等等等等をををを安全安全安全安全かつかつかつかつ効果的効果的効果的効果的にににに活用活用活用活用するするするする仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを整備整備整備整備
しししし、、、、地域社会全体地域社会全体地域社会全体地域社会全体でででで、、、、子子子子どものどものどものどもの安全安全安全安全をををを見守見守見守見守るるるる体制体制体制体制のののの整備整備整備整備をををを推進推進推進推進

 

 

○23     地域ぐ るみの学校安全体制整備推進事業 
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